
令和２年第１２回玉野市教育委員会（臨時会） 会議録

１．開 会

２．教育長の報告

（妹尾教育長） 本日、玉野市立玉野商業高等学校同窓会から市長と教育長あて

に要望書が提出された。概要についてお知らせする。

・相談なく報道にあるような決定がされたことは誠に遺憾であ

る。

・定数削減は撤回して欲しい。

・今後削減の検討を行うときには、適宜、情報提供を行い、同

窓会にも了承を得て欲しい。

・生徒数を増やすためにさらなる魅力づくりに取り組んでもら
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いたい。

という趣旨の内容であった。

３．協 議

（１）玉野市立玉野商工高等学校の募集定員について

（妹尾教育長） 総務文教委員会協議会での「定数削減を行わず、魅力化につい

てさらに検討して欲しい」という意見を元に再度協議をするこ

とで、前回の教育委員会から協議を重ねているところである。

合わせて、同窓会から提出された要望書も考慮しながら、今回

も検討していきたい。

前回の協議では、今回は、定数削減を行わず、具体的な魅力づ

くりについて協議していくという意見が多かったので、本日は

その方向で協議をお願いしたい。

在り方検討会議からの意見書の中に提案されている魅力化につ

いての具体例について学校教育課長から説明をする。

（学校教育課長） 資料により説明

（妹尾教育長） 説明のあった魅力づくりやそれ以外での魅力づくりや取組みに

ついてご意見をいただきたい。

（野田委員） 確認であるが、在り方検討委員会の意見書は、同窓会や総務文

教委員には配布しているのか。

（学校教育課長） その当時の総務文教委員へは配布している。同窓会に対しては

配布はしていないが、同窓会の方も在り方検討委員会の委員と

しておられたので、その方から伝わっているものと考えている。

（妹尾教育長） 同窓会の要望書の中にも適正規模化についての話し合いが持た

れいることは承知しているとの記載があるので、こういう意見

書が出ていることは知っている。

（野田委員） 食堂関係のことであるが、弁当業者が１業者入っているとの説

明であったが、パンの販売業者は入っていないのか。

（学校教育課長） いない。

（野田委員） パンの販売業者も入って良いと思う。パンの移動販売が色々あ

ると思うが、そういうところと交渉してはどうか。食堂を作る

のは難しいと思う。

（妹尾委員） 今回のコロナのことで、市内でもテイクアウトに切り替えたと

か、移住で来た方が新しくお店を立ち上げた業者が、宅配サー

ビスを始めたところも多い。大きな業者でなくても個人業者で



も入ってもらって、例えば、商業科とコラボしてお弁当を作っ

てみるとか、この一つのお弁当を作るためにどのくらい経費が

かかっているのかなど、カリキュラムの中に取り入れられるの

ではないか。商工高校ならではの新しい取り組みに繋がる可能

性があるのではないか。コラボのやり方も考えてみると面白い

のではないか。

（加藤委員） 麺類などであれば、移動販売車を入れるということも考えられ

る。きちんとした食堂は無理でも、本当にやるのであれば工夫

次第で色々考えることができるのではないか。

全国募集の可能性についても、企業でもリモート面接を行って

遠方の人を採用できたということがあったそうである。就職先

として三井という可能性もあれば、他県からの応募がある可能

性もある。

部活動の充実については、今、強い部活があるのであればバス

の購入などの案も出来ると思うが、まずは、何かの部活動を特

化して強くしていくということが始めではないか。

三井への就職を希望している生徒が多い。実績を作っていくと、

安定した生活を求める層に対しては魅力になると思う。製造業

が多いというところで、三井以外の他の企業も就職先があると

いうことも先生が紹介していくことも必要である。大学に行き

たいという生徒もいると思う。推薦枠があると魅力になる。

（学校教育課長） 商工高校に再編する時に、大学進学希望の生徒にも答えれるよ

うな学校ということも考えて、機械科は教育課程に工夫をして

いる。推薦枠というのをどのように取っていくのかというのは

不明である。

（太宰委員） 一般的に普通科でセンター試験を受けていくのとは別だとは思

うが、学力の差を埋めるために、学校がどのようなフォロー体

制を取っているのかがわからない。

（加藤委員） 商工高校卒業の生徒を見ると、たくさん資格を取っているし、

やる気のある優秀な人がいる。やる気があれば出来る生徒たち

であると思う。プレゼン能力もある。頑張るのは生徒であるが、

機会を与えてあげるのが大人の役目であると思う。

（学校教育課長） 頑張る意欲を持っている生徒にはカリキュラムが用意されてい

るということである。

（妹尾委員） 多様な生徒を受け入れることを考えていくとすると、大学進学

を目指している生徒に対しても、サポートをするということが

高校受験をする段階でわかっていたら安心だと思う。今は玉野

市で就職できるとか、市内就職を支援するということに重きが

おかれている。それだけではなく、地域貢献や地元企業との連



携などを学んだ上で大学も受験できるということがあれば良

いと思う。

（野田委員） 予算がかかることではあるが、通学代を補助することに限らず、

年収が何百万円以下の世帯に対して奨学金のようなものを出

し、その子が市内就職したら返済を半額免除、市内居住・市内

就職であれば全額免除するなどの制度を考えてもらえるとい

いのではないか。

部活動でバスを購入をするよりは良いと思う。

（妹尾委員） 奨学金制度や免除制度があると生徒増加に繋がると思う。

（太宰委員） 部活動の充実に関してであるが、今現在、秀でた部や実績のあ

る部はあるのか。

（学校教育課長） どの部活も頑張ってはいるが、秀でたというと今はない。実績

でいうと弓道部は中国大会に出場することが何度かある。

（太宰委員） 息子が通っていた時代は、野球部の監督が有名で野球部に多く

部員がいた。

（学校教育課長） 公立高校では、この監督がいるからということでの生徒募集は

大々的には出来ない。昔も学校がＰＲしてというより、内々で

伝わっていった結果だと思われる。今もある程度、野球部に入

りたいという生徒が来ているという話は聞いている。

（加藤委員） 特化することが可能な部活動に対して支援をすると、生徒や学

校が喜ぶのではないか。

中学生に対して、何がこの学校の良いところであるとか、先輩

たちはこんな風に活躍しているということをアピールすると

いうことを学校には考えてもらいたい。

他の高校をになじめなかった生徒もちゃんとサポートするとい

うことのアピールもしてみてはどうか。

（学校教育課長） 我々も悩むところではあるが、在り方検討会議での意見でも市

立高校の使命とは何かということがあり、市内活性化を目指し、

市内就職・市内定住する生徒の増加ということが大きな使命の

一つである。そのために何をしていけば良いのかというところ

である。今後検討することが出来る内容として参考例ではある

が、一人一台端末を整備することや多様な生徒を支援していく

ことも必要であると考えている。発達障害のある生徒の割合も

増えていくと考えられる。今は高校には配置していない学校サ

ポートスタッフを配置することや備南高校で行っているよう

な通級指導をやっていくことも考えることができる。



入試自体の見直しということも考えられる。

（野田委員） 入試の見直しはどのような内容か。

（学校教育課長） 特別入試が今まで以上に各学校の独自性が反映できるようにな

っているため、そこを特色のあるものにしていく考えを校長は

持っている。

（野田委員） 今日の話をした中で、決めなければいけないことは何か。

（妹尾教育長） 今日の意見をこの場だけで決定ということにはならない。魅力

化については、意見をいただいたということで、学校とも協議

しながら出来そうな部分から考えながら取り組んでいくとい

うことだ。学校の意見も聞かなくてはいけない。

（野田委員） 総務文教委員会協議会の中からは、今のままの定員であったら

どのようなデメリットがあるのかというような意見はでなか

ったのか。

（妹尾教育長） 今のままの定員である場合のデメリットについては意見はなか

った。

（野田委員） 意見書の中や、校長からの意見を聞いた中では、ゆくゆくは定

員削減を避けられないということであった。同窓会も納得し、

色々な方がやむを得ないということでなければいけないとは

思うが、今のままではダメだということは、みんな思ってくれ

ているのか。魅力づくりだけで定員が充足するということは、

今後は考えられないと思う。今年は難しいと思うが、来年度再

来年度も定員にかなり足りていなかったら考えていかなけれ

ばいけない。先日も言ったが、倍率が０．７倍というのが続い

たら、保護者や中学生は、中身を見ずに人気がない学校だとい

うレッテルを貼る。無理をしてそれを続けるとかなり低学力の

生徒が入ってくる。その結果、高校の授業についていけれなく

て退学者がどんどん出てくる。そうするとなおさら噂が広がり、

あの学校は退学する生徒が多いということになり、悪循環であ

る。

１６０名生徒が常にいるのであれば、玉野市の活性化になると

思うが、これだけ生徒数が少なくなっている状態であれば、近

いうちに削減しなれけばいけないと思う。

（学校教育課長） いずれはということではあるが、もうしばらく様子を見ていき

ながらということになると思う。

（野田委員） 特に、機械科は、どういうところに就職することが出来たかと

いうことでかなり変わってくる。

（学校教育課長） 今までのような生徒指導のやり方を続けていたらいけないと思



う。もっと多様な生徒が入ってくると思うので、厳しい指導だ

けではついていけない。もう少し日常生活の支援をやっていか

ないといけない。一部の進学校を除けば全国的に多くの学校が

似たような状況になってきている。そのような生徒を取りこぼ

さないような指導や支援の仕方ということを実現してもらわ

ないといけないと思っている。

（妹尾教育長） 当面は、定員削減を行わず、学校と連携しながらさらなる魅力

づくりの取組みを進めていく。適正規模化については学校や

様々な意見を聞きながら今後も検討していくということで現

時点での教育委員会としての方針としてよいか。

（妹尾委員） 方向性としてはそれで良いと思う。些細なことから一つずつ実

行に移していくことが大切である。市立であるということは強

みである。県立高校との差別化を図ることも必要ではないか。

（野田委員） 予算のことは市の方にも働きかけをしてほしい。

（妹尾教育長） 取組みについて可能かどうかというところを検討していきなが

ら市の方にも働きかけをする。

次回、教育委員会（定例会）は令和２年６月２３日（火）１４：００から第１委員

会室で開催するので参集願います。以上で、第１２回教育委員会（臨時会）を閉会し

ます。
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